
平成29年度　第５回　藤枝市男女共同参画会議　議事録

日　時 平成３０年２月２８日（水）９:００～１１:３０

会　場 藤枝市役所　西館３Ｆ　３０１会議室

出席者 委員１２名（定員１５名　３名欠席）

事務局４名

委員
パブリックコメントの件数が、２人で７件しか寄せられなかったが、藤枝市の人口からすると、
少なく、ほとんど見てもらえてないという事態を、どう考えるか？次回のパブコメで意見をもっ
ともらえるように市では対策があるのか、市の考えを聞かせてほしい。

議長
ここに限らず、市に普段どのくらいのパブリックコメントが寄せられているものなのか？それに
比べ少なかったのであれば、次回パブリックコメントを増やすために何か方法がないか？

事務局

今回、市全体で９件の計画書についてパブリックコメントをかけたが、寄せられる件数は大体こ
のくらいで、何十件とはない。ただし素案を策定する段階では、それぞれの審議会等において市
民の代表としてご意見をいただく場を作っているほか、市議会や委員会からも意見を募り、市の
スタンスとしては市民の意見を幅広く取り込んでいると考える。

委員
件数が少ないということを言っているのではなく、パブコメをやるのであれば、どのくらいの人
がこれを見ているのかという検証をしているか。

事務局

市の広報が一番市民が目にする情報誌であるため、掲載しているが、実際に興味のある方は見て
くれると思うが、このような結果である。市もいろいろな機会でパブリックコメントの周知をし
ているがなかなか件数を伸ばすというのは難しいと思う。できることなら多くの市民に見てもら
い、たくさんのご意見をいただければいいが、まだ広報が足りないかなと思う。今後パブコメの
周知方法についてしっかりと検討していきたいと考える。

議長

委員である我々も「今、パブコメを募集しているので、何かあったら意見を寄せてください」と
いうことを周囲に広めていけば、ここにいるメンバーの知り合いから意見が出てくるということ
もあり得るので、自分達の草の根的な努力も必要なのでは？次回に向けて覚えておきたいと思
う。

委員

どのくらいの人が見ているか、ということを突き詰めていくとキリがない。自分達もこの男女共
同参画以外にいろんなところからパブリックコメントを求められても、資料も多く読むのも大変
で、そういう意味では限られた人しか目を通さないのではと思う。これが精一杯ではないか。日
常仕事や家事が忙しい中で、こういう委員、役が与えられない限り検討は出来ない。そういう意
味では限定された人にしか届かないことは仕方ないかなと思う。自分達も各界を代表しているか
わからないが、これだけの委員が集まれば、それなりの意見の反映があるだろうし、そういう意
味では精一杯のところかなと思う。

委員

パブリックコメントが広報に掲載されているのは目にするが、実際はこれを読むのは大変。それ
でも何の時に見てみたいなと思うかわからないので、手間暇はかかるかもしれないがこの方法は
たとえ人数が少なくても、その係でなくても誰でも見られる方法なので、ぜひ残していただきた
いと思う。

事務局

市の手続き上、計画、条例等を策定した際はパブリックコメントはとるので、パブリックコメン
トをやめるということは無理。ただ、委員のご意見にあった幅広く意見をとれるよう、広報掲載
を知らない人もいるかもしれないので、その周知について工夫していかなければならないと思
う。

議長
次回以降、パブリックコメントは実施する際、より広く意見がもらえるよう工夫をしていくとい
うことを検討いただきたい。また、自分達も努力し、参画会議で意見を言っていくし、パブリッ
クコメントについても周知していく。

議事・報告事項

（１）第３次行動計画（案）のパブリックコメントの結果について
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委員
男女共同参画推進センター「ぱりて」への補助金の中に、施設一部改修費用は含まれているの
か？

事務局
含まれていない。施設改修費用は「男女共同参画推進事業費・修繕料」の中で計上している。ぱ
りての補助金は、ぱりての事業に対しての補助であり、施設修繕は補助金とは別枠。

議長 ぱりては公設民営であるため、修繕部分は公設にあたる。補助金ではない。

委員

ぱりて事業に関して、毎年変わっていない。市長の市政報告、県議会議員の報告、他の講座に関
してもそれほど男女共同参画に関係ない内容をずっと今までかなり長い間やってきている。それ
に関して、前回の議事録にも残っていると思うが、もう変えたほうがいいと言って来たが変わっ
ていない。２年前に会長の後任についても若い人と交代するという意見が出たはずだが、それも
変わっていない。その点について回答をいただきたい。

事務局

ぱりての事業内容は「男性も女性も個性と能力を発揮して生き生きと生活していく」ことを目指
すものである。女性が生き生きと暮らして行くために、ぱりての講座を通して色々な知識を得て
もらいエンパワーメント力をつけてもらうというところを重視している。直接、男女共同参画に
関係しないのでは？とご指摘の市長の講演や県政報告会、市民大学では女性に市政や政治に対し
ての理解を深めていただき、女性の政治分野や審議会等への参画につながることを目指してい
る。事業内容が介護関係で、若干内容が高齢者向けに偏っているが、第３次行動計画にも、介護
予防や高齢者の介護問題があり、内容としては男女共同参画から外れているとは考えていない。

委員

大きいくくりで行けばそれは何でも該当する。そうじゃなく福祉のことは福祉課でやればよい。
そのような話を前回もして、内容も１年の流れも毎年同じ。もう少しテーマは男女共同参画に関
わったものがよい、少し変化していったほうがよい、時代もスピードで変化しているのでその辺
も含め、高齢者福祉の関係も必要だと思うがここでやる必要はない、という話を前回もここでし
て、自分だけじゃなく参画会議委員の皆さんからもその意見は出ていた。そして組織がほとんど
変わらないが、そこも若い人と次に代わりたいと言った割に代わっていない。そこの変化はない
のか？

事務局

ぱりての組織体制は、公設民営ということで男女共同参画推進センターの運営を男女共同参画推
進センター運営協議会という任意団体に市が委ね、１５年間ずっと会長をやっていただいてい
る。会員の高齢化や役員の固定化、組織が硬直化していることが問題であることは、会長はじめ
会長以下役員も承知しているが、会長に代わって引っ張ってくれる人はいない。後継者の育成も
できていない。市としては組織の活性化を図っていただきたいと思っているが、あくまでも任意
団体に補助金を交付して運営をお願いしている公設民営であるため、運営協議会内の組織、会長
の人事のことまで直接口出しできない。平成３０年度からの行動計画にもあるとおり、ぱりての
今後の運営体制のあり方を検討していく。

委員

内容が変わらず、ずっと同じことでずっと同じお金が流れているが、要は費用対効果。それほど
効果がなく、そこに対して長い間人事も変わってない、公金が入っている以上あまり良くない。
民だけでやっているなら問題はないが、という話を前回したと思う。いきなり人事を変えろと
言った訳ではない。そんなこと、私にいう権限もないので。内容に関して、若手に回して少しは
新しい案が出るのでは。

議長

２年前に確かに同じような議論になっていたと私も記憶している。ぱりてもそれを受けてテーマ
や内容など少し工夫、改善をされてきたのではないかと思う。例えば、県議会議員の報告会が今
年度はなくなっている。ただし、３０年度はまた復活しているが。いろいろとご苦労されている
と思うが、ぱりてで何かこのようにテーマを工夫しているとか、今度予算が４５万円削減されて
いるが、どの部分が削減されたのか、どういう改善がされたかわかれば、教えていただきたい。

（２）平成３０年度推進施策について

（３）平成２９年度事業報告及び平成３０年度事業計画について
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事務局

補助金の４５万円削減は、市民フォーラムの開催をやめた分の費用。事業内容の工夫について
は、平成３０年度のぱりて講座の予定が４回あるが、テーマは行動計画のＰ２１、実施施策№２
４の「【新】介護や老後の問題に向けての理解を深めるための研修会等の実施」や実施施策№５
８の「【新】女性に対する単身高齢期での貧困防止の取組」をぱりての講座で扱っていただける
よう話はしてある。

委員

№２４の事業をセンターで計画する場合、高齢者の分野ときちんと連携をとらないといけないと
思う。元気な高齢者がどういうことに一番リスクを抱えているかの話をしないとこの事業が独り
歩きをしているのか、根拠を基に作ったのかわからない。げんき体操が、藤枝市の高齢者が運動
にリスクを抱えていることに着目し、いつまでもこの地域で男女が元気で過ごすためにこういう
ことも必要なんだと言えば、それはそれで理解ができる。ただ、ばくぜんとここに出てきて同じ
ようなことが流れていることに対して、みなさんが疑問を呈しているのか根拠を持って立案でき
ているがただ説明が不足しているのか、そこがわからないでいるのが問題だと思って聞いてい
た。ぱりての講座で本当に介護の話だけが聞きたいのか、ということももう一つ思っていて、子
どものことも聞きたいかもしれない、障害者の子どもを抱えていてそのことを皆さんに知っても
らいたい、ということもあるかもしれない。ある日突然、介護離職に直面するかもしれない、そ
のことを一市民として私は聞きたいと思う。もし知識や技術をいただけるならそういう講座がす
ごく有用だと思う。でもそのような講座はどこにもないので、講座を計画するならそこを取り入
れていけばちょっと進化をするというところに行けるのではないか？

事務局
市でできるものとぱりてでできるものとの棲み分けを行い、介護離職に直面する問題などの内容
が開催できるよう話をしていきたい。

議長

ぱりて側に立てば自分達の持っているネットワークやわかる範囲の知識などに限界もある。市政
全部がわかる訳でもない。そうしたら、委員が言うとおり男女共同参画課がぱりての行う事業の
中で関連の地域包括ケア推進課などと情報交換したり、介護福祉課と連携して開催すればより効
果が上がるなど、うまくつないでやるというところをやってあげればより良いと思うし、動員に
もつながる部分もあるのでは。そういう部分で工夫することは可能な範囲なのか？

事務局

すでに連携はしている。「健康長寿講座（体操と講話）」と簡単にしか書いていないが、随分前
からぱりてでは市民の皆さんに役立つ内容を企画し講座を開催してきた。奇数月に年５回開催
し、毎回広報ふじえだにも講座の募集案内を掲載し、市民の皆さんへの周知も図っている。行政
が行う出前講座を利用しテーマにより健康推進課、地域包括ケア推進課、公共交通対策室、藤枝
警察署などに講師を依頼している。ぱりての事業に関して、事務局が委員の皆さんにわかりやす
く情報発信しなかったという意味では申し訳なかった。健康長寿講座の内容を表記し、改良す
る。過去に指摘されたのは、講座のタイトルを工夫したらどうか、という点。テーマは間違って
いないはずなので、タイトルが男女共同参画とあまりにかけ離れていて伝わりにくい、という部
分だったかと思う。その辺はぱりてと協議しながら、来年度進めていきたいと考える。

議長

立案に問題があるのか、説明不足に問題があるのか、今の説明を聞くと立案は連携して頑張って
いるが、情報発信や説明がもう少し、という部分があるかと思うので、どこの課と連携してやっ
てるということを資料に追加していただきながら情報発信していただくところを工夫したらどう
かと思う。

事務局 議事録をみなさんに送る際に、事業を追記したものを一緒に送付させていただく。

委員

今の意見はちょっと違って、男女共同参画でやらなくていい、そちらにやってもらって男女共同
参画の方が少し手伝えばいいのでは？ぱりて主導なので違うという話をした。男女共同参画を大
きく見ればみんな、なんだって関わる。しかし、福祉課なら福祉課、他の課なら他の課が主導で
やって、手伝う、のではなく、今逆なので言っている。男女共同参画の課で男女共同参画の予算
を使ってやるのなら、ちょっとかけ離れるているのでは？説明すればなんとなくくっつけること
はできるかもしれないけど、そうじゃない。この間説明を受けたが、外国人の多文化共生は国際
友好協会があるのだからそちらにお金をつければいいと言ったが、だけどこれは男女共同参画が
担当だという説明なので、他に課がないならこれはしょうがない。福祉とかの内容はそっち主導
の方がいい。そこをぱりてや男女共同参画でやる必要があるのか。

議長
この場ですべてが解決できるとは限らない、大きな話になっていると思う。例えば３０年度のぱ
りての事業計画の中で、委員が一番気になったのはどれか？

委員
県議会議員の報告会と、ぱりて市民大学の市長の講演、日本国憲法は誰がつくったか、どう変わ
る介護保険。すべて大きいくくり。もう少し回数が少なくてもよいし、もう少し男女共同参画に
特化した内容をやっていただく方が良い。昔の資料見ても大体同じことが書いてある。

議長 最近シリーズ化というか、同じ内容、パターンになっているのは事実。

委員
それを変える方向がいいですね、とみんなで言った割に多分大体同じ。これは今日出た話ではな
いので。
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委員
健康長寿講座は無料なのか？地域包括ケア推進課でやっているアクティブシニア大学は有料。同
じような講座が無料と有料というのは市民にとってはアンバランスではないか？

委員
それも、ぱりての予算を地域包括ケア推進課に持って行ってその料金を安くしたら良い話ではな
いか？担当がそちらにあるのなら。

委員 介護予防に関しては、たくさんの講座がありそこでみんなお金を出して受けている。

委員

男女共同参画以外のことをやるのなら、そこにお金を回してあげればよい。そこが本業であるの
なら、というのが根本的な質問だった。男女共同参画に特化したぱりてを作った割に、言い方が
悪いが他の課の手伝いをするぐらいなら、必要がないなら無理して講座を開く必要がないので
は、と思う。

委員

もともと、ぱりてそのものを根本的に考える必要があるのではないかと思う。ぱりての位置付け
は「男女共同参画社会を進めるための活動拠点」と謳っている。平成３０年度から第３次行動計
画が始まる。それに対して、ぱりてがどういう位置付けで、何をするのかというのが明確になっ
ていない。今回のぱりての事業は平成２９年度と平成３０年度でほとんど変わっていない。それ
は各論になってしまうが、第３次行動計画の中でぱりてでしかできない、行政ではできなくてぱ
りてという民間だからできることを平成３０年度の行動の姿・形で出して、それでこんなことを
やりますと言うことだったら、私は納得できる。市民大学等毎年やってることの繰り返しになっ
てしまうと、行動計画との結びつきは何なんだ、というところが疑問。運営協議会で３０年度の
計画に対して何をやっていくか、市民の意見やニーズをどこまで吸い上げて、それを反映させた
うえでぱりて市民大学をやる、講座をやるならわかる。ぱりてが本当にやるべきことを考えるべ
き。ぱりての４年間の行動計画を出して欲しい。どういう形でぱりてをやっていくのか、単年度
ではなく４年間の姿。その中には当然人事も組まれているだろうし、若い人たちを育成する、な
ど明確にする必要があるのかな、と思う。今までやってきたことは認めているが、ずっとその延
長上にいるというのは第３次行動計画と整合性がとれているのか、そこを議論するべき。

委員 ぱりての会員にはどうすればなれるのか？

事務局

入会すれば誰でも入れる。もともとのぱりての成り立ちですが、市民活動の担い手を探して行く
中で、女性の市民活動団体を集め運営協議会を作ってもらったところから始まっている。だから
団体がいくつかある。もともとその団体に入っていた方は会員で、その後ぱりての活動に賛同し
てくれた個人の方がいれば個人会員として登録している。

委員 どのような団体なのか具体的によくわからない

委員 なぜ団体なのか？

議長
男女共同参画の施策を推進するためにセンターを設置している市は６市ある。このやり方が各々
違っていて、静岡や浜松は指定管理、富士、磐田、富士宮は直営で市がセンター運営をやってい
る、藤枝は市が作ったものを民間に委託しているという３つのパターンがある。

事務局
センターは条例の中で設置することになっている。藤枝市の成り立ちは当時男女共同参画を進め
るために、当時市民のレベルから上げるためにも女性の会に協力いただき、その活動の場として
センターが位置付けられている。市民活動の拠点というのが条例の中でも謳われている。

委員
「男女共同参画の視点が大切である課題をテーマに」盛り込むことが一番問題になっている。そ
こを精査して、市民のニーズを上げてきちんと行動計画に結び付けるというプロセスを踏めばよ
い。

委員
静岡市と富士市に行ったことがある。市民協働の窓口みたいになっている。いろいろな質問に答
えてくれる相談窓口になっていたような気がする。ぱりては相談もやっているかもしれないが、
市民大学など、内容は根本的に考え直したほうがいい。他のところとかなり違う。

議長

自立自転しながら活動をやっていく可能性を秘めたセンターであるという意味では全国的にみて
も結構いい形。ただ、方向性がずれてきたときには参画会議でもチェックをして、ちょっとずれ
ているからしっかり戻してねと言うことが我々の役割。実際に運営を決めるのは運営協議会で決
めることになるだろうから、参画会議でこのような意見が出たということを事務局からしっかり
と運営協議会に伝え、連携して、特に行動計画を作った年でもあるのでそこにしっかり沿った形
になるように強く申し入れしてもらいたい。それについてどうなったかということを１年後、２
年後にこの会議で継続してチェックしていきたい。ぱりて側からいえばざくっと言わないでここ
を改善してほしい、と言われたほうがよりやりやすいのでは。

委員
建物は公設で、運営は民営ということですよね。責任の所在はどこにあるのか？誰が中心となっ
て運営していくのか？

事務局 運営の主体は男女共同参画推進センター運営協議会となる。

議長
今出た意見、厳し目の意見もあったが事務局はぱりてにしっかり伝えていただくことでお願いし
たい。
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委員

中学生ふれあい出前講座について、平成２０年から始まっているが寸劇の中身がほとんど変わっ
ていない。内容が１０年前と今とでは男女共同参画も変わってきているにもかかわらず、時代に
ついてきていないというのが気になる。少し切り口を変えたらどうか？家庭の中で、母親ばかり
やっている家事を子どもも父親もみんなでやってね、と言う部分だけではなく、もう少し中学生
が男女共同参画についていろんなことを考えていくことが必要かなと思う。そういう点も含めた
内容に変えたらよい。

事務局

ファシリテーターズ藤枝という市民団体に授業をお願いしている。ご指摘いただいた内容につい
ては以前から、例えばひとり親家庭が増えている状況で寸劇での家庭の設定が祖母、両親と同居
の設定になっているなど、もう少し今の時代背景を考えて、と言ったご意見も学校からいただい
ている。ここについてはファシリテーターズ藤枝と調整をはかり、より時代に即した内容に検討
していきたい。

委員

以前編集委員をやっていたので、マイジョブ講座とふれあい出前講座を見学したことがある。マ
イジョブ講座はとてもよく、子どもたちの目の輝きも違うし、質問もよく出てあのような雰囲気
がとてもよい。中学生のふれあい出前講座は、寸劇の中身が今のニーズとマッチングしていな
い。是非、３０年度は学校のニーズを吸い上げて、学校の希望にフレキシブルに対応していく、
と書いてあるので中学生として男女共同参画社会を幅広く考えていけるような講座に是非してい
ただければいいと思う。

委員

先ほどのぱりても中学生の出前講座もそうであるが、その中のメンバーの高齢化が進んでいる。
その中でファシリテーターズ藤枝が中学生に行うふれあい出前講座のテーマは古いと思いながら
私はやっていた。なんでこんなことを今やるのか、遅れているのではないかと思ってやってい
た。ぱりてに国際友好協会でオーストラリアからの留学生を連れて行った時に、ここは何をする
ところか？という質問を受けた。センターの中に入ると高齢の女性が並んでいた。ぱりてのある
方が、留学生に「女性が家の中のことを全部やってきたのよ、私たちは男性に虐げられてきたの
よ」と言った時にペンリスの子たちが「オーマイガット！こんなのが日本なのか？」と驚き、
「本当に？うちではお父さんがやるよ、お母さんが仕事に行っているよ」というやり取りがあっ
た。ぱりてが発足した時は拠点だったと思うが、時代と共に世の中は変わってきている。文化セ
ンターの中でも一番いい場所にあるのだから、ここは何をするところだろうという閉鎖的な雰囲
気を取っ払ってしまって、ぱりてに行けば全てが解決するし、藤枝っていいまちだな、と市民が
思える拠点になればと常々思っている。古臭い寸劇の出前講座でも、各地域で反応が違う。「あ
れはおばあちゃんが悪いんだ」、「うちのおばあちゃんは文句ばっかり言って、お母さんかわい
そう」という古い考えの地域もあれば、ある所では、「お手伝いさんを雇えばいいじゃないか」
など地域によって同じことをやっても格差がある。

委員

中学校の授業で何回かやったが、全く意味がないということではない。子どもたちが自分の家を
見直す、うちはどうかな？うちはお父さんがやるよね？と。たまたま授業参観のときにお母さん
に入ってもらって、一緒にやったこともあって、お母さんたちだけで話し合いをしてもらったこ
ともあった。ただ、中学生への男女共同参画はこの講座でずっとやりつづけるのではなく、いろ
んな場面を想定したメニューがいくつかあって、学校の事情に合わせて選べるといい。

委員

小学校の教員なので、この授業をやったことがあるがマイジョブ講座は職業に夢や希望を持つと
きにそこに男女差はない、という内容で本当にありがたいなと思っている。最近学童の人数がす
ごく増えてきているので、学童で使える男女共同参画の出前講座のメニューがあればいい。体育
館なども使えるし。メニューも、ＤＶから身を守るとか、性教育は１年生では、男女差の違いと
いう授業で身体の違いや、大事なところは隠すとか、そこをさわられるのは変なんだというのは
授業でやるが、学童に来る子供たちにはもっと細かい知識とか、消費者教育だとか、いっぱいい
ろんなことを教えることができたらいい。

委員

女性活躍推進事業で、パパママ講座やイクメン養成講座など、土曜日に設定しているにもかかわ
らず、参加者が少ないと感じた。ベビーマッサージは保育園でも子育て支援センターがあり、セ
ンターの担当者がベビーマッサージの資格を取って月１，２回やっている。ベビーマッサージは
他でもやっているので、イクメン養成講座で同じ企画をしても、土曜日は家族で過ごしたり、出
かけてしまうので、集まらないのでは？講座の内容も精査する必要がある。
ささえ愛の輪創造事業のセミナー・交流会でも参加者が毎回２０名足らずで、開催日も水、木曜
と平日が多い。男女共同参画課は女性の社会進出を推進しているにもかかわらず、母親の中には
仕事をしながらもこういう講座に参加してみたい方もいると思う。これを土曜日に開催すれば参
加者がもう少し増えるのではないか？ただ、そうすると参加人数が増えてくると費用はさらにか
かると思うので、予算との絡みはあると思うが、今後こういうことも参考にしながら事業計画を
立ててくれたらいいと思う。
また、女性のための相談事業があるが、女性としてはいろんな悩みを抱えているが、持っていく
ところがなく、助けを求めてくる人がたくさんいると思うが、今の働いている人達にとっては開
催日時を見ると週一回の木曜午後の４時１５分までだと、仕事をしている人達は利用できない。
私も保育園の方で母親の話を聞く立場にあるが、仕事終わりの７時以降に相談に乗ることもあ
る。ただ、自分の知識で相談に乗れることと、それを越すものがあるので、公共機関の相談窓口
を紹介すると時間帯が昼間なので行けないとか、静岡にも相談できる場所があるらしいが、そこ
は民間で有料なので、今の経済状況では無理、と言われたこともあった。こういうところも働く
女性のために、門戸を広げてあげれるともっと件数も増えて行くのでは。働きながら、悩みなが
ら困っている人達はいっぱいいると思うので、ここの場所で議論されていることが達成されてい
けばいい。今後の事業を考える上で参考にしていただけたらよい。
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事務局

パパママ講座（イクメン養成講座）が、今回参加者が集まらなかったことは残念に思っている。
平成２８年度の親子料理教室は何年か続けて開催してきたので、募集をかければすぐに応募があ
るという状態で、開催曜日も父親の参加を考えて土曜日にしていた。今回は講座のメニューを変
えた中で、どこまで周知できたかという反省点もある。今後はこの内容がだんだん認知されるこ
とで参加者も増えてくると思うが、参加者が少ないという反省も含め、講座の周知方法について
検討していきたい。
ささえ愛の輪創造事業の講座はあえて平日の午前中に設定していた。今回のメインターゲットは
子育て中で就業していない母親で、近くに相談できる相手がいない方たちの繋がり作りをテーマ
に事業設計した。開催時期がインフルエンザの流行にあたり、当日欠席もあった。人数の改善の
余地はまだまだあるとは思うが、今回は平日設定にした理由があったことをご承知いただきた
い。
女性のための相談室は、今のところある程度件数もあるため、相談開催日を変えていないが、実
際どこまでの需要があるかという掘り下げはできていない部分もある。時間外や土日等の要望が
増えてくれば、考えて行かなければならない部分であると思う。実際には市がすべてのニーズを
満たす相談を受け入れるには限界があるが、市の女性相談以外でも県男女共同参画センター「あ
ざれあ」では電話相談や土日、平日の時間外にも対応する女性相談を積極的にやっている。県内
誰でも利用できるため、市以外でも相談窓口があることをご承知置きいただきたい。
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